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Global expansion in many countries

Sales expanding in more than 60 countries,
with total production of more than 1 million units

Fig. 1   Global sales of the PCX

2�1� 1C9 のελΠϦϯάデβΠϯ
Styling Design of 2018 PCX

要　　旨

初代 1$X のデβインは優խさが，三代目は先進ੑが表

現された．いずれのデβインも多くの٬ސに࣋ࢧされて͖

た．࢛ 代目の方向ੑとして，いずれの࣋ࢧ者も満足さͤる

ことをͶらった．スタイリングテーϚとしてʮඒしさと力

，さʯがઃఆされた．また，数多くの二輪ंとซ૸してもڧ

ま͗れないଘ在感を࣋っていることが，ターήットとする

Ϛーέットの٬ސ要求としてあった．もう一つのॏ要な要

ૉとしては，日常の使いউखの良さがあげられた．これら

を達成するために，ۂ面をجௐとしたスタイリングデβイ

ンや，ੑݸのཱࡍつフロント，リϠデβイン，རศੑを౿

ऻしたϋンυルपりデβインをࢪし，࣍ ੈ代 1$X のデβ

インが׬成した．

ABSTRACT

Regarding design themes of the PCX, “elegance” 
was set for the first generation model and “innovation” 
for the third. The vehicle designs based on these 
themes were both well received by the customers. 
When the design direction was examined for the 
fourth generation model, it was decided to pursue 
satisfactions of both supporters of previous designs. 
Based on these considerations, “beauty and power” was 
determined as the design theme. Also, a requirement 
sought by the customers of the targeted market was 
to have a distinctive presence not overlooked even 
in a crowded traffic running with other motorcycles. 
Another important requirement was the convenience 
in daily use. To fulfill that, styling design featuring 
curved surfaces, front and rear designs appealing its 
distinctiveness, and the convenience-centered design 
for the handle bar and its neighboring area were 
implemented. As a result, the next generation PCX 
design was completed.

１．͸͡めに

2009 年に発ചされた初代 1$X は，それまでの 125，

150	 cc クラスのスクータにはなかった，プレϛアムシット

インスクータというҐஔ෇けとし，։発がおこなわれた．

日本市場においては，125	 cc クラス（原෇二छクラス）は，

ׂ҆感のあるクラスとしてೝ஌されている．これは，௿め

にઃఆされた੫ۚや࢛輪ंとセットにで͖るอ੍ݥ౓上の

Ըܙ，さらには೩අの良さなど，ൺֱ的҆Ձなҡ࣋අによ

るものである．1$Xはその市場にରし，ಉクラスのଞモデ

ルとは一ઢを画する，෇ՃՁ஋の高いϫンランク上の商品

ັ力を༗するモデルとして発ചされた．その݁Ռ，௨ۈ௨

学など実༻的なχーζに߹கしただけでなく，所༗感をも

満たす高෇ՃՁ஋商品としても࣋ࢧされた．そして，お٬

༷には，これまでのಉクラスの੡品にରし，コンύクトな

ंମαイζなのにΏったりと࠲れるなど，ҧいを࣋つ఺が

ධՁされた．日本Ҏ外のさま͟まなࠃにおいても，実༻ੑ

と高い෇ՃՁ஋の優れたバランスがೝめられた（Fig. 1）．

本ߘでは，2018 年にリリースされた࢛代目1$Xについ

て述΂る．࠷ऴ的にデβインされた外観を Fig. 2にࣔす．
Fig. 3に，これまでに商品化された初代と三代目の1$X

１	本田技研工業株式会社
̎	Honda	R&D		*ndia
	1rivate	Limited

ٕज़঺հ

	৓　大　྄１　܀ ീॏֽ　༟　Ү̎

Daisuke KURIKI Hirofumi YAEGASHI

https://doi.org/10.69239/hondatechnicalreview.2019_31_2_1



ʵ 2ʵ

 Honda  R&D  Technical  Review Vol.31  No.2 (October 2019)

٬༷から高いධՁをಘており，これらモデルのデβインに

ついてもෆ満としてಛචす΂͖఺はない．そのために，࢛

代目ではどのようなデβインをお٬༷におಧけするかۃݟ

めるのが，༰қではなかった．このようなഎܠの中，࢛ 代

目 1$Xのデβイン։発がは͡められた．

２．1C9 にରͯ͠お٬༷がظ଴͍ͯ͠Δ͜とと
デβΠϯ

࢛代目のモデルのデβインにணखするにあたり，ੈ ք中

でडけೖれられている 1$X を，٬ސのཱ場から৮れて感

ずることこそが，࠷もॏ要であると考えた．そこで本։発

へのࢀ画を期に，自らもそのϢーβの一人となることとし

た．ྫ えば，ࠞ ߹ަ௨下におけるऔりճしの良いंମαイ

ζや，メータࢹೝੑの良さなど，Ϣーβならではのࢹ఺で

1$Xのඒ఺を実感することがで͖た．そのݧܦを௨して，

1$Xの௨ंۈとしての使いউखのॏ要ੑや，日本のϢーβ

の目にどのようにとらえられているかについて，ཧղをਂ

めることがで͖た．

さらに，1$Xのメイン市場であるタイにおいても，٬ސ

のडけࢭめや使༻ڥ؀について，より現場にۙいࢹ఺から

஌識をಘたいと考えた．そこでモデラとڞにタイに出向͖

市場ௐࠪにࢀՃした．日本とタイでのަ௨ڥ؀のҧいや，

お٬༷の使いউखを஌ること，そして，本モデルにରする

意ݟをฉくためである．

そこでಘられた事ฑの中で࠷もॏ要なことは，タイのސ

٬は自෼の৐るバイクを௨して自෼のଘ在をओுすること

であった．൴らがओுするଘ在には二つの意ຯがある．一

つはステイタス，一つは҆શੑである．

まず，バンコクのަ௨ڥ؀は，常に数多くの࢛輪ंと二

輪ंがࠞ૸し，日本のौ଺とはҟなるಛ༗の༷૬をఄして

いた．そのڥ؀において1$Xは，पғのカブタイプのバイ

クやଞのスクータ，モータαイクルとൺֱして，そのଘ在

がଈ࠲にೝ஌で͖た．ಛに大͖なフロントまわりや౮Րث

がそのଘ在をओுする໾ׂを୲っていた（Fig. 4）．このଘ

在のओுが൴らのステイタスを満足さͤ，ಉ時にपғに自

．のଘ在を஌らͤることで҆શੑにもつながるのであるݾ

一方，૸りڈっていく1$Xの後ろ࢟には，そのようなಛ௃

が感͡られなかった．ϔッυライトにൺ΂，テールライト

のओுがऑかったことが，ࣸ ਅからもわかる（Fig. 5）．

࣍に，直઀Ϣーβの方ʑに会って࿩を࢕った．三代目

1$X のオーナで，タイ市場における 1$X のターήット

Ϣーβとなる，30 代உੑのインタビューのྫを঺հする

（Fig. 6）．1$Xの使༻༻్は，日本のϢーβとಉ༷，ओに

௨ۈであった．	また，1$Xで࠷もؾにೖっている఺はʮデ

βインʯとのことであった．このクラスのスクータであり

ながら，上Ґ機छの 250	cc クラスのスクータにෛけないཱ

೿さと，カブタイプやଞのスクータにはない，エレΨント

Fig. 2   Fourth generation of the PCX released in 2018

Fig. 3   The PCX of each generation (top: first 
generation, bottom: third generation)

の外観をࣔす．二代目は初代にରして，機能のݟ直しとフ

レーム֨ࠎの変ߋをしているものの，デβインの変ߋはし

ていないので本ߘではಛに৮れないこととする．

ੈքの多くのࠃʑで高いධՁをಘている 1$X は，ಠ自

のスタイリングデβインを౿ऻしつつ，時代ごとの先進૷

උをऔりೖれながら։発されて͖た．いずれのモデルもお
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Fig. 4   View of intersection in Bangkok. Front area 
design of the PCX is distinctively standing 
out from other motorcycles.

なスタイリングを༗している఺がؾにೖっているとのこと

だ．ं ྆外観にରする٬ސの要求は，カスタϚイζύーツ

の૷ணにも現れる．しかし，このカスタϚイζύーツにつ

いても，日本のϢーβが所༗するं྆との間に，ओだった

ҧいはݟられなかった．

タイにおいては，二輪ंのഉྔؾ，ं छによってற輪

で͖る場所がҟなるなど（Fig. 7），自෼の所༗するものに

よって所ଐする֊૚をࣔす傾向がある．すなわͪ，自෼の

ଘ在をओுし，पғのڥ؀にຒ຅しないということにたい

するこだわりを࠶確ೝさͤられた．

Fig. 5   View of intersection in Bangkok. Rear area 
design looks less distinctive.

Fig. 6   User survey in Bangkok, Thailand

Fig. 7   Parking lot exclusive to high-end scooters 
such as PCX

３．࢛ ୅໨ 1C9 デβΠϯの։ൃ

1$Xをデβインするにあたり，ྺ 代のデβインと，それ

らをධՁして͖た٬ސを満足するために，Ҏ下にࣔすよう

な要件や方向ੑがઃఆされた．

3.1. ελΠϦϯάと͍࢖উखΛຬた͢デβΠϯ
ʮ1ersonal	 $omGort	 4aloonʯをΩーϫーυに，1$Xは時

代ごとに進化し，ੈ ք֤地のお٬༷に新しいՁ஋をఏڙし

て͖た．初代は，アジアと日本を中心にൢചをおこなって

͖た．三代目からは，ੈ ք中の٬ސをର৅にൢചされ，޷

ධをಘて͖た．また，高くධՁされているϙイントはいず

れのࠃでもڞ௨していた．1$X は，125	 cc クラスのαイ

ζ，ॏྔと，シットインϙジションをཱ྆した།一のス

クータである．これにより，௨ۈでෆศを感͡ない実༻ੑ

と，所༗感を満たすデβインをバランスよく実現してい

た．すなわͪ，1$Xはクラスを超えたଘ在感と使いউखを

ཱ྆するという，優れたಛ௃を౿ऻして͖た．࢛ 代目とし

て;さわしい商品にするために，これらଘ在感と使いউख

を満たしつつ，機छコンセプトとして౿ऻされて͖た先進

ੑをも݉Ͷඋえた，࣍ ੈ代 1$X デβインを実現したいと

考えた．その一方，ϋンυルपり，メータ表ࣔ，ऩೲ部෼な

どに関わる，ࡉかな使いউख向上のϙイントもซͤて൓ө

さͤ，スタイリングとしてのデβインのΈならず，使って

心地よいデβインを意識することとした．

3.2. ྺ୅ελΠϦϯάの౿ऻと࢛୅໨の方向性
ྺ代の 1$X がஙいて͖た事ฑと，࢛ 代目として必要と

されるج本的な要ૉについてલઅで述΂た．しかし，それ

らの要ૉをまとった，スタイリングの方向ੑのܾఆには時

間を要した．初代，三代目のスタイリングはそれͧれにಠ

ಛなੑݸがあり，それͧれのデβインにରしてݻ༗のフΝ

ンを࣋っていた．
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Beauty and Power
In the mass, modeling with a sense of tension and flexibility

初代 1$X のスタイリングは優խさを表現し，多くの人

たͪの࣋ࢧをಘた．三代目1$Xのスタイリングは，౮Րث

に LED を༻いるなど先進的を表現し，このデβインにର

しても多く方ʑの࣋ࢧをಘた．

そこで࢛代目 1$X をデβインするにあたっては，これ

らいずれのデβインを࣋ࢧしてくださった方ʑにも満足し

ていただけるような，初代の優խさと三代目の先進ੑをซ

ͤ࣋ったデβインにしたいと考えた（Fig. 8）.

3.3. ࢛୅໨ 1C9 デβΠϯίϯηϓト
࢛代目 1$X のデβインコンセプトは，ʮඒしさと力ڧ

さʯとઃఆされた（Fig. 9）．

このデβインには，初代の࣋つ優խさと三代目の࣋つ先

進ੑにՃえ，ۙ 年の高࢛ڃ輪ंのスタイリングのトレンυ

も൓өした．ඒしさと力ڧさというੑ֨のҟなるΩーϫー

υを଄ܗとして表現するにあたり，Ϙデーલ後につながる

面が生Έ出すඒしさを表現する一方で，力ڧいմを感͡さ

ͤる଄ܗ表現を目指した．これにより，優խなඒしさと力

さを実現しようとした．さらに，ϘデーシΣイプだけでڧ

なく，౮Րثなどす΂てのύーツのデβインに，ಉ͡଄ܗ

表現を൓өすることとした．

3.�. ւ֎デβΠφとのڞ૑
デβインにରする発想のμイバーシティを高めるため

に，֤ 会をおこ౼ݕのデβイナをަえてスタイリングのࠃ

なった．日本人だけではなく，ੈ ք中の人ʑの感ੑをަえ

ることで，これまでより，いっそうグローバルに௨༻する

デβインを実現するためである．ʮඒしさと力ڧさʯという

デβインコンセプトにରし，֤ ʑの感ੑをスέッνに表現

していった．海外デβイナとز౓となくٞ論を܁り返し，

࢛代目に;さわしいデβインの実現に向けて࡞業を進めた

（Fig. 10）．

3.�. ઌߦΫϨΠモデルのݕ౼
࢛代目 1$X のスタイリングの։発では，௨常とはҟな

り，スタイリングスέッνのܾఆを଴たずに，先行クレイ

モデルにணखすることとした．アイデアスέッνをいくつ

かબͼ，଄ܗのݕ౼をおこなった．1$Xはझຯੑを௥求す

る商品ではなく，日ʑの生׆をࢧえるコϛュータである．

ӫえの良さのΈならず，ຖ日の使༻におけるརศੑがॏݟ

要な要ૉとなる．一方，本։発では，エンジンϢχットの変

直しも։発メχューにؚまれݟ成のߏに൐い，フレームߋ

ていた．フΝイナルスέッνをܾఆすると，フレームのܗ

ঢ়とϘデーへの௨し方が，́ ΅ܾఆしてしまう．そのため，

スタイリングスέッνܾఆ後にクレイにऔりֻかると，使

いউख向上に必要となるࡉかい଄ܗ的഑ྀや，フィーリン

グのレϕルにࢸるようなඍࡉな変ߋが実ࢪしづらくなる．

すなわͪ，モデラが実現したいཱମ表現が，その಺ଆをߏ

成するフレームコンϙーωント౳とׯবし，଄ܗの自༝౓

にଥ協を༨ّなくされることが生ずる．今ճの 1$X のデ

βイン։発では，今までҎ上にࡉ部にࢸる଄ܗをཧ想的な

レϕルまで高めたいと感͡た．そのため，今ճはスタイリ

ングスέッνܾఆલにクレイモデリングを実ࢪした．どの

部෼にϘリュームを࣋たͤ，どの部෼をそ͗མとす，あり

た͖մを଄ܕしてଌఆをおこない，直ͪにフレームઃܭ୲

当とڞに成ཱੑを確ೝした．それにより，ੑ 能と外観の྆

ཱをਤりながら，デβイン଄ܕの自༝౓を確อしていった．

Fig. 8   Styling design concepts for first and third 
generation models

Fig. 9   Design concept for fourth generation model

Fig. 10   Discussion scene with designers from various 
countries on sketches, and sketches they 
prepared
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Fig. 12   Final sketch

Fig. 11   Preceding clay model in photographic views 
taken indoors and outdoors

なお，今ճのデβインを進めるにあたり，クレイモデル

を室外に࣋ͪ出してϘデー面の表情を確ೝした．	本モデル

において，二輪ंのϘデー面というݶられた面ੵ，ྖ Ҭ಺

で，๛かにى෬するۂ面を଄ܗするにあたり，生Έ出され

るޫとӨのύターンが，デβイナのͶらい௨りになってい

るかどうかݕ証するために，室外における確ೝもおこなっ

た（Fig. 11）．

3.�. ࢛୅໨デβΠϯεέονのܾ定とཱମ൓ө
こうしたաఔの中，フΝイナルスέッνのબఆがおこ

なわれ，先行で進めていたクレイモデルに൓өすることに

なった．બばれたスέッνは଄ܗ的にとてもνϟレンジン

グなものであった（Fig. 12）．௨常，デβイナがඳくスέッ

νには，Ωϟラクタラインが明確に表現されている．しか

し，1$X のフΝイナルスέッνには，Ωϟラクタライン

が΄とんどଘ在しなかった．一ൠに，଄ܗ上のラインは面

と面のަઢによって生まれる．すなわͪ，ߏ成される面の

࣭がラインのੑ࣭をܾめる．スέッνに現れたΩϟラクタ

ラインは，表現したい面と面が出会った݁Ռ生まれたライ

ンである．これまでಘて͖たݧܦにおいては，ラインの੎

いから֤ʑの面のੑ࣭を読Έऔり，それをΨイυにして

֤ʑのཱମを࡞成した．ところが，今ճఏࣔされたフΝイ

ナルスέッνには，Ωϟラクタラインとしてとらえられる

ラインは΄とんどなく，これまでの଄ܗख๏が௨༻しない

（Fig. 13）．ラインをखֻかりとすることがで͖ないため，

ޫとӨのグラデーションをཔりに面のى෬をコントロー

ルし，੝っては࡟る࡞業を܁り返した．その౎౓シルバー

フィルムをషってコントラストを確ೝしながらඒしい面を

௥及した．୯に流ྷな表現にཹまらず，༂ಈ感や֨ࠎを表

現するにはʮ力のたまるところ，ൈくところʯʮۓு感のあ

るところʯなどの഑෼を考えた．࠷新の࢛輪ंの面表現を

観࡯する一方，人ମやಈ෺のے೑もࢀ考にした．このよう

なաఔから生まれた଄ܗは，スέッνだけでは表現されて

いない多༷な面のՄ能ੑをؚんでいたため，それをݟるଆ

のղऍもさま͟まで，面のܾఆをଈ࠲におこなうことはで

͖なかった．

さらに，外観に要求されるのは，デβインのඒしさや新

しさのΈではない．面ܗঢ়の࣭をわずかでも変えれば，ۭ

力にӨڹがおよͼ，෩やӍ水の৵ೖܦ࿏も変わっていく．

二輪ंは࢛輪ंのようにนにғまれたܗঢ়をしておらず，

ライμが࿐出する৐り෺である．このように，́ んのわず

かな面࣭の変化もライμの৐ंڥ؀のշదੑにӨڹを༩え

てしまうのだ．ಛにプレϛアムシットインスクータをܝげ

る1$Xにおいては，ଞの機छとൺ΂て，ӡ転中のշదੑが

Fig. 13   Previous PCX models and final sketch (top: 
first generation, middle: third generation, 
bottom: fourth generation)
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とりわけॏ要な要ૉとなる．したがって，௨常のスクータ

よりもその要求はݫしい．

今ճの 1$X のデβインにおいては，面表現によって新

しさをࣔす必要があった．一方，明շなΩϟラクタライン

を࣋たないϘデー面は，ۭ 力上のઃܭにڧい੍約がある．

そのために，ݟた目の新しさと，ライμのշదੑのཱ྆を

目指してݕ౼をॏͶていった．面が生Έ出す֮ࢹ的印৅の

のࡍが出され，それらを実ݟ人ࠩにより，さま͟まな意ݸ

面を࡞ってݕ証することを܁り返しておこない，進む΂͖

方向をݟいだしていった．Fig. 14にクレイモデルの変ભを

ࣔすࠨ． 上が։発当初ࠨ， からӈへの流れでӈ下が׬成ܗ

となる．

3.�. ελΠϦϯάの͞ΒͳΔख़੒
Ҏ上のプロセスをܦて，クレイモックアップモデルを׬成

さͤた．このஈ֊において，初めて実ࡍの商品にۙいঢ়ଶで

の確ೝがՄ能となる．そこで，クレイモデルのஈ֊ではؾづ

くことので͖なかった，三代目デβインにରする新઱さ，࢛

代目としてのಠ自ੑやଘ在感をߋにڧめる必要ੑを感͡た．

そのため，ੑݸをओுするためにॏ要なフロントとリϠ

のデβインをݟ直し，また，Ϙデーαイυのಛ௃的な଄ܗ

もさらにख़成さͤた．その݁Ռ，初代，三代目のಛ௃をそ

れͧれܧঝしながら，明らかにੈ代が代わったことを伝え

ることがで͖るスタイリングにすることがで͖た．そのख़

成࡞業લ後のҧいを Fig. 15にࣔす．

Fig. 14   Design changes of clay model 

Fig. 15   Comparison of photographs of clay model designs before and after additional deeper sophistication 
(top: before change, bottom: after change)
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3.�. ։ൃ͞ΕたελΠϦϯάデβΠϯのಛ௃
։発されたスタイリングデβインのಛ௃を，ྺ代の

1$Xのスタイリングとൺֱして述΂る．

ྺ代 1$X は，それͧれの時代のԤभ࢛輪ंのデβイン

トレンυがऔりೖれられて͖た．初代は๛かなカーブをج

ௐとした଄ܗに，ं ମલ後に流れる水平جௐのΩϟラクタ

ラインが，৳ͼやかでエレΨントな印৅を෇༩している．

三代目では，初代においては్੾れた面でデβインされて

いた，લଆ上下のϘデーをつな͗，ライμとの一ମ感をৢ

成した．ಉ時に，シϟープでுりのڧい面をجௐとし，シ

ンプルでモμンなスタイリングとした．࢛ 代目は，લষで

も述΂たように，ඒしさと力ڧさというੑ֨のҟなるΩー

ϫーυを表現した．લ後につながるϘデーにରし，Ϙデー

面が৫り成すඒしいラインと，力ڧいմを感͡さͤる଄ܗ

表現をおこなった．αイυカバーの଄ܗは߶݈なے೑をイ

メージし，ं ମのϚスが集中するさまを৅௃的に表現し

た．さらに，पลからαイυカバー中ԝの଄ܗをࢧえるよ

うに，ۓு感を࣋った面を഑した（Fig. 16）．

αイυのシルエットにおいては，上࣭さを感͡るલ後に

つながる଄ܗඒと，ライμとंମの一ମ感が 1$X として

のଘ在感につながっており，࢛ 代目でも౿ऻす΂͖と考え

た（Fig. 17）．

４．デβΠϯデΟςΟʔル

�.1. ϑϩϯトデβΠϯ
ྺ代の 1$X では，そのଘ在感をओுするために，ಛに

フロントデβインにڧいこだわりを࣋って։発をおこなっ

て͖た．

初代は，デュアルϔッυライト，΢インカ，ϙジション

ライトを一ମ化したフロントコンビωーションライトを

഑し，これがフロントエリアの大൒を઎めた．この一ମ化

された౮Րثの面ੵの大͖さによって，ଞंにはないଘ在

感をࣔすことがで͖た（Fig. 18上ஈ）．三代目では，当時Ԥ

भ࢛輪ंに࠾༻されつつあった LED ౮Րثを，二輪ंコ

ϛュータとして初めてऔりೖれた．ಋޫ๮を༻いたಛ௃的

なラインを，LEDによって表現Մ能な，白೤ిٿではಘら

れない白いޫによって表現した．これによって，新しさを

表現した౮Րثを実現するとڞに，ඃࢹೝੑにも寄༩した

（Fig. 18中ஈ）．࢛ 代目では，ओর明となるϔッυライトに

ରし，LEDج൘のࣼめ഑ஔを実ࢪした．ج൘のࣼめ഑ஔは

༰қではないとされていたが，これを実現したことによっ

て，にらΈがརいたإつ͖とすることがで͖た．また，΢

インカにつながるϙジションライトをラインঢ়に発ޫさ

ͤ，ଘ在感をڧௐした．さらに，ϔッυライトとϙジショ

ンライトをまた͙ようにओମ৭のύーツを഑ஔすること

で，シϟープな印৅のデβインとし，これまでにない新た

なإを૑଄することがで͖た（Fig. 18下ஈ）．

�.2. ϦϠデβΠϯ
本։発の 1$X は三代目よりも，よりいっそうಛ௃的で

ଘ在感のあるテールライトを実現することが๬まれた．三

代目のテールライトは，಺部のߏ଄に工෉がࢪされていた

ものの，ݟた目にはシンプルな࢛֯ܗঢ়であった．さらに

΢インカはその外ଆに഑ஔされていたため，μイナϛック

Fig. 16   Comparison of designed surfaces of individual 
PCX models (top: first generation, middle: 
third generation, bottom: fourth generation)

Fig. 17   Riders’ postures and atmosphere of 
integration with vehicle body (left: first 
generation, middle: third generation, 
right: fourth generation)

Fig. 18   Comparison of headlight designs (top: first 
generation, middle: third generation, bottom: 
fourth generation)



ʵ 8ʵ

 Honda  R&D  Technical  Review Vol.31  No.2 (October 2019)

Fig. 20   Designs of meter units of previous and current models (top: first generation, middle: third generation, 
bottom: fourth generation)

な印৅にかけた（Fig. 19中ஈ）．࢛ 代目では，౮Րث಺の

にಛ௃をଧͪ出すたݶ大࠷，して༺׆られたスペースをݶ

めに，テール，ストップ部をಉ一エリアにೲめた．これに

より，発ޫ部を印৅෇けるためのデβインの自༝౓が上が

り，上下二ஈのࠨӈに৳ͼるଳঢ়のܗঢ়によって，ಛ௃的

でシϟープな印৅を࣋たͤることがで͖た．΢インカは，

上ଳと下ଳの間に഑ஔすることで，リϠ౮Րثの意ঊશମ

に༥߹され，఺౮時のଘ在感をࣔすことがで͖た（Fig. 19

下ஈ）．これらのデβインをࢪすことによって，ं ྆後方か

らݟた場߹にも，࢛ 代目1$Xであることが，一目ݟただけ

で明確にわかるようにすることがで͖た．

�.3. ίοΫϐοトデβΠϯ
ຖ日の௨ۈで使༻されるコϛュータにおいて，メータ

によってఏࣔされる情報が，ॠ時に確ೝで͖ることは，使

いউख上とてもॏ要である．࢛ 代目ではフルデジタルメー

タを࠾༻し，機能上の進化を表現しつつ，これまでにも૿

してࢹೝੑの向上をਤった．メータࢹೝੑにରする優先౓

は，スϐーυメータ，時ܭ，೩料0，ܭD0/TR*1 メータと

した．これらを，メータϢχット中ԝ部に഑し，ཉしい情

報が，常時，優先的にೝ識で͖るレイア΢トとした．ター

ンシグナルインジέータはメータશମのデβインに߹わͤ

たಛ௃的なܗとし，ଞのインジέータは，メータ಺のࠨӈ

にまとめて഑ஔし，఺౮時のఏࣔ情報を೺Ѳしやすくして

いる．メータ表ࣔ文ࣈのデβインにおいては，情報として

ॏ要ੑが高い଎౓表ࣔの数ࣈを࠷も大͖くし，そのଞの情

報は，ద౓に文ࣈαイζを変え，スペーシングにもؾを使

い，ࢹೝੑの向上に౒めた（Fig. 20）．また，଎౓表ࣔに༻

いる数ࣈは，一ൠ的に༻いられる１ܻ̓セグメントの文ࣈ

にରし，より優れた൑読ੑをಘるために，１ܻ当たり 33 セ

グメントに૿やした．フΥントデβインも，ଞの部෼に༻

いられるデジタル数ࣈとはҟなるものにすることで，ଘ在

Fig. 19   Comparison of designs of rear combination 
lamps (top: first generation, middle: third 
generation, bottom: fourth generation)
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感をཱࡍたͤた（Fig. 21）．

ϋンυルは，初代からܧঝされているバータイプとし

た．これも，ϋンυルपลへのアクセαリのऔり෇けなど，

お٬༷の使いউखを考ྀしたためである．初代，三代目が

クロームメッΩのϋンυルपりにରして，本։発の 1$X

ではࠇとクロームメッΩをجௐとしたデβインに変ߋし

た．ϋンυル΢Σイトのܗঢ়は，初代から三代目はڞ௨の

ものだった．しかし，࢛ 代目ではϋンυル΢Σイトのܗঢ়

にもこだわり，より上࣭な外観を実現した（Fig. 22）．

�.�. ΤϯδϯϢχοト
今ճの 1$X の։発においては，エンジンϢχットにϋ

イブリッυエンジン೿生を࣋つことや，エアクリーナ༰ྔ

アップによるυライバビリティ向上など，これまでのύ

ϫーϢχットにରして，大෯な進化を想ఆしていた．それ

に൐い，エアクリーナをؚむエンジンϢχットશମにまっ

たく新たなデβインをࢪし，その進化を表現した．これま

でのデβイントレンυとしては，ϕルトコンバータカバー

とエアクリーナカバーが෼かれたܗ式が一ൠ的であった．

しかし，࢛ 代目では，ϕルトコンバータとエアクリーナを

一つの機能ύーツととらえ，一ମ感のあるデβインをࢪし

た．ϕルトコンバータバーはスイングアームを思わͤる

Fig. 21   Comparison of number of segments (left: 
7 segments, right: 33 segments)

Fig. 22   Designs of handlebars and their adjacent 
areas (top left: first generation, middle 
left: third generation, bottom left: fourth 
generation), and handle weights (top right: 
first and third generations, bottom right: 
fourth generation)

Fig. 23   Design of engine unit (top: first and third 
generations, bottom: fourth generation)

Fig. 24   Wheel design (left: first and third generations, 
right: fourth generation)

シϟープなܗঢ়と，カバーに಺ଂされているプーリーを感

͡さͤるԁܗঢ়を૊Έ߹わͤたデβインとしている（Fig. 

23）．ಉエンジンϢχットは 1$X のΈならず，今後多く

の商品への࠾༻をࠐݟんでいる．したがって，エンジンϢ

χット୯ମでも，その進化が感͡られる外観としながら，

どの商品にもద༻で͖るϢχバーαルなイメージを࣋つデ

βインをࢪすことをͶらった．

�.�. ϗΠʔル
本։発の 1$X では，෯を広げたタイϠを࠾༻した．こ

れに൐い，ホイールのデβインも刷新した．スϙークはϋ

ブからリムにかけて෯が広くなっていくܗঢ়と，ճ転方向

のಈ͖を感͡さͤるシルエットをࢪした．これらデβイン

上のޮՌにより，ݻݎな印৅を༩え，ճ転したと͖にもඒ

しくັͤることをͶらった．また，スϙークの数を，先代

の̑本から̔本にしたことで，ճ転したと͖の優խさをԋ

出した（Fig. 24）．このデβインをするにあたり，࡞ࢼした

ホイールを実ࡍにճ転さͤ，そのさまがඒしいかどうかを

確ೝし，その݁Ռを܁り返し൓өすることで，ܗঢ়のࡉ部

にわたってख़成をおこなった．なお，スϙーク本数の૿Ճ

は，デβイン上のޮՌをもたらしただけではなく，リムに
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かかるԁप方向の応力を下げ，リムのബ೑化にもݙߩして

いる．ϋブपลもܰྔ化され，先代ホイールとൺֱして約

0.7	kH（લ後ホイール߹ܭ஋）ܰ くすることがで͖た（１）．

�.�. ΧϥʔϦϯά
カラーリングは，優խさとམͪண͖のある上࣭な印৅

を目指した．Fig. 25には，֤ のカラーラインナップをࣔࠃ

す．։発されたデβインにおけるカラーラインナップは，

グローバルで統一ੑをイメージさͤるように഑ྀした．カ

ラーリングは，今ճࢪした଄ܗのඒしさをҾཱ͖たͤるこ

と意識しながらઃఆした．ಛに੺ܥの৭ௐは，࢛ 代目 1$X

の଄ܗඒを࠷大ݶҾཱ͖たͤ，優խで上品な印৅を高める

カラーとなっている．シルバーは，面のى෬がඒしく現れ，

デβイナの意ਤした଄ܗඒを表現し，མͪண͖のある৭ௐ

を௨して上࣭さも感͡さͤる৭ௐである．ブラック，ホϫ

イトは，どの年代૚にも෯広くѪされるఆ番৭として࠾༻

した．

本։発においては，Ψιリンエンジンモデルとಉ時に，

ϋイブリッυモデルのカラーリングもデβインした．Ψι

リンエンジンモデルとのҧいを表現するために，Ϙデー

৭だけではなく，機能ύーツの৭にもखをՃえた．ৄ はࡉ

̑ষで述΂る．

੒׬モデルの࢈ྔ .�.�
これまで述΂たख๏をもって，࢛ 代目としてのデβイ

ンを׬成さͤた．લ後につながる଄ܗ表現のඒしさ，ಛ௃

的な面ߏ成をしたϘデー，その印৅を高めるカラーリング

などのશମに関わるデβインから，ࡉ部までこだわりൈい

た機能部品のデβインまで，これらをす΂てやり͖ること

で࢛代目 1$Xに求められるଘ在感と所༗感を達成さͤた

（Fig. 26）．

Fig. 25   Color variations applied to major markets

Fig. 26   Completed design of mass production model
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܀ ৓ 大 ྄ ീॏֽ༟Ү

５．)ybSiE モデルのデβΠϯ

1$X ϋイブリッυは，二輪ྔं࢈初のϋイブリッυシ

ステムを౥載したモデルである．そのため，ϋイブリッυ

モデルઐ༻༷࢓デβインとし，Ψιリンモデルとはҧう印

৅を༩えたかった．Honda ϋイブリッυ࢛輪ंとಉ͡デβ

インの HZCrid エンブレムを࠾༻し，当社のϋイブリッυ

商品としての統一感を࣋たͤた．そのためスέッνのஈ֊

から，1$Xロΰとのバランスや，ं ମへのエンブレムషり

つけҐஔ，αイζについてݕ౼した（Fig. 27）．

また，ϋイブリッυंのイメージを印৅෇ける，アクセ

ントカラーとしてのブルーを，ϔッυライトとテールライ

トのライン発ޫ部，シートステッν，スϚートΩーのオー

ナメントにࢪした．ं ମ৭はࠇにۙいブルーを࠾༻し，ア

クセントカラーのブルーをҾཱ͖てながらಉܥ৭でまと

め，統一感をԋ出した．シート下ラήッジスペースの一֯

に，リν΢ムイオンバッテリーを౥載しているが，フル

フΣイスϔルメットのऩೲスペースを確อしたઐ༻のデβ

インとしている．このように，外૷だけではなくࡉかなと

ころにまで意思をೖれたデβインをࢪすことで，׬成ंと

してのクオリティを上げた（Fig. 28）．

Fig. 27   Color sketch and mass production model of hybrid model

Fig. 28   Completed design of mass production 
hybrid model

̒．まとめ

࢛代目1$Xの։発にあたり，デβインのධՁが高かった

これまでの1$Xの良さをซͤ࣋ͪ，さらにそれらを超える，

新しい満足感がಘられる商品を目指した．今ճの։発を௨

͡て，デβイナが関༩した部品は外૷のΈならず，機能ύー

ツなどす΂てに及んだ．࢛ 代目1$Xのデβインは，デβイ

ンνームのڧい思いと，それを高い技術で実現した技術者

の集大成である．本モデルは 2017 年 12 月ϕトナム向けを

ൽ੾りに，2018 年 12月までの１年間で 35ສ̑ઍ人のੈք

中のお٬༷の元におಧけすることがで͖ている．日本ࠃ಺

外໰わず，初代，三代目のϢーβからも，޷印৅をҎってड

けೖれられていると伝えられている．今ճの1$Xがੈք中

のお٬༷に心からتんでいただける商品になったと，自৴

を࣋つとڞにތりに感͡ている．これまでにங͖あげて͖

た1$Xブランυが，これからもੈք中のお٬༷のプレϛア

ムな日常の足としてѪされ続けることを心からئっている．
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